
毎日ムック
2019年10月31日発売掲載

医療法人 聖佑会グループ
おおしま眼科クリニック

おおしま眼科池本クリニック
おおしま眼科宮田町クリニック

9:00～11:30

15:30～17:30

月診療受付時間 火 水 木 金 土 日
● ● ● ● ● ━

● ● ━

手術
検査

手術
検査 ● 手術

（隔週） ━

受付時間：予約外は診療時間の30分前に終了
手 術 日：水曜午前・木曜午後・土曜午後（隔週）
休 診 日：水曜・木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

※診療時間変更予定（2020年1月以降）15:30～17:30 → 14:30～17:00

医療法人 聖佑会

TEL：072-690-7540
〒569-1142　大阪府高槻市宮田町1-29-18たかつき宮田町ビル3F

http://kawasaki-ganka.com/

TEL：072-676-8900
〒569-0055　大阪府高槻市西冠1-12-8 

h t tp : / /osh imaganka . com/

TEL：072-975-6011
〒581-0869　大阪府八尾市桜ヶ丘1-10-2 桜ヶ丘クリニックビル2F

http://ikemotoganka.com/

【電車～バスのご案内】JR摂津富田駅下車、駅北側のバスターミナルへ。
　　　　　　　　　　  高槻市営バス4番のりば、または3番のりばより乗車。
　　　　　　　　　　 （バス乗車時間 約5分）
　　　　　　　　　　  4つ目のバス停「土室南（はむろみなみ）」を下車し徒歩1分
【駅 からタクシ ー】「スーパーマルヤス宮田店の西隣」と運転手にお伝えください。 
【お 車 の 方 は】 専用駐車場をご用意しております。

【電車～バスのご案内】●「JR高槻駅より」JR高槻駅下車、南出口より
　　　　　　　　　　　 高槻市営バス乗車【4番のりば】「西冠」下車徒歩3分
　　　　　　　　　　●「阪急高槻市駅より」阪急高槻市駅下車、
　　　　　　　　　　　 高槻市営バス乗車【4番のりば】「西冠」下車徒歩3分
【駅からタクシー】料金は1000円程度。運転手に「スーパーコノミヤ
　　　　　　　　     西冠店の真向かい」とお伝え下さい。
【お 車 の 方 は】専用駐車場をご用意しております。

【電車をご利用の方は】近鉄大阪線「近鉄八尾駅」から徒歩6分
【お 車 の 方 は】◎隣接駐車場（5台）
　　　　　　           ◎A Bの駐車場もご利用いただけます（サービス券発行）

白内障&多焦点眼内レンズの日帰り手術専門施設 小児眼科・白内障&網膜疾患の日帰り手術専門施設

●：一般眼科診療
◎：一般眼科診療&専門外来担当医（網膜硝子体疾患、小児眼科、オルソケラトロジー、緑内障）
受付時間：予約外は診療時間の30分前に終了
手 術 日：水曜日（ただし、網膜剥離などの緊急手術は随時対応）
休 診 日：火曜日午後、土曜日午後、日曜、祝日

ご 紹 介 で
来院される
患 者 様 へ

■さまざまな検査が必要となりますので、診療受付時間の終了 1時間前には当院に来院してください。
■紹介状、保険証をご持参ください。
■曜日によって大変混雑する場合がありますので、できましたら電話でご連絡いただいたうえ、受診してください。
■手術後、数日間は当院に通院していただいた後、かかりつけのクリニックに戻っていただけます。
　但し、手術後に気になる症状がある場合は、当院にて受診してください。

受付時間：予約外は診療時間の30分前に終了
手 術 日：火曜日
休 診 日：木曜日午後、土曜日午後、日曜、祝日

理事長・手術統括医師
大島 佑介

Professional Doctor情熱医療
プロフェッショナルドクター
白内障手術、網膜硝子体手術

聖佑会 ネットワーク
TAKATSUKI

YAO

OSAKA

八尾市
高槻市

東大阪市

大阪市

松原市
藤井寺市

柏原市

茨木市

亀岡市 京都府

島本町

Oshima Eye Clinic
宮田町クリニック

（2019年7月改名）

9:00～12:30

15:30～18:00

月診療受付時間 火 水 木 金 土 日
● ● ● ● ● ━

● 手術
予約診療

●

● ━ ● ━ ━

9:00～12:30

14:00～16:00

月診療受付時間 火 水 木 金 土 日
● ● ● ● ● ━

● ━ 手術検査
（予約制）

●
● ● ━ ━

日帰り手術を希望される患者様に対して、熟練した手術技量と最先端の医療設備、さらには麻酔医管理の元での
安全かつ良質な医療サービスを真摯に提供できるようにスタッフ一同心がけております。また、遠くからの紹介患
者については、術当日はクリニック近くの宿泊施設に一泊していただき、翌日の診察で病状が安定していると判
断した場合には、紹介元で受診する選択肢もありますので、当院もしくは受診中のクリニックとご相談ください。

白内障手術
（極小切開・無縫合）

多焦点レンズ
（老眼治療）

硝子体手術
（網膜剥離等）

ICL手術
（眼内コンタクト）

近視治療
（オルソケラトロジー）

眼瞼形成術
（眼瞼下垂・重瞼）

病院
最前線

2020

日本有数の眼科
日帰り手術専門施設
大島医師の2019年現在の生涯手術実績
・超音波白内障手術 50,000 例以上
・網膜硝子体手術 10,000 例以上



よ
り
も
眼
内
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
（
Ｉ
Ｃ
Ｌ
）
が
満

足
度
の
非
常
に
高
い
治
療
と
し
て
お
お
し
ま
眼
科
グ

ル
ー
プ
の
三
施
設
と
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

眼
科
の
予
防
検
診
・
早
期
治
療
の
重
要
性

　40
代
を
過
ぎ
る
と
様
々
な
病
気
が
発
症
す
る
リ
ス

ク
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
緑
内
障
や
糖
尿
病

網
膜
症
な
ど
の
よ
う
に
失
明
へ
と
つ
な
が
る
危
険
性

が
あ
る
病
気
も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
だ
。「
眼
圧
測

定
や
視
野
検
査
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
定
期
的

に
受
け
る
こ
と
で
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
繋
が
り

ま
す
。
丁
寧
に
説
明
を
行
い
ベ
ス
ト
な
治
療
法
を
患

者
様
と
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
溝
口
院

長
は
語
る
。

世
界
へ
向
け
た
教
育
講
演

手
術
ラ
イ
ブ
で
後
進
育
成

　大
島
理
事
長
は
、
眼
科
医
療
界
の
発
展
を
目
指
し

医
師
育
成
に
も
多
く
携
わ
っ
て
い
る
。
国
内
は
も
ち

ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、

さ
ら
に
は
エ
ジ
プ
ト
な
ど
世
界
を
舞
台
に
、
白
内
障

や
網
膜
疾
患
分
野
で
の
教
育
講
演
と
手
術
ラ
イ
ブ
に

よ
る
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
医
師
同
士
の

評
価
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ｄ
ｏ
ｃ
ｔ
ｏ

ｒ
ｓ 

ｉ
ｎ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に
３
期
連
続
で
選
出
さ
れ

て
い
る
。

全
国
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
も

眼
の
病
を
抱
え
た
患
者
が
多
く
来
院

　大
島
理
事
長
の
海
外
で
の
知
名
度
と
英
語
や
中
国

語
も
堪
能
さ
か
ら
、
全
国
各
地
、
さ
ら
に
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
香
港
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
な
ど
海
外
か

ら
も
定
期
的
に
患
者
が
来
院
す
る
。「
よ
り
安
心
な
手

術
方
法
の
確
立
と
新
し
い
手
術
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
患
者
様
の
視
力
向
上
に
努
め

ま
す
」
と
大
島
理
事
長
は
強
く
語
っ
た
。

を
送
れ
る
よ
う
手
助
け
を
す
る
の
が
私
の
役
割
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
池
本
院
長
は
語
る
。
自
身
の
出

産
や
子
育
て
の
経
験
を
通
し
、
女
性
な
ら
で
は
の
視

点
か
ら
行
わ
れ
る
細
や
か
な
診
療
は
、
患
者
へ
安
心

感
を
与
え
信
頼
関
係
を
強
め
て
い
る
。

　瞼
が
下
が
り
、
眼
が
開
け
づ
ら
く
な
る
眼
瞼
下
垂
。

同
院
の
眼
瞼
下
垂
手
術
は
、炭
酸
ガ
ス（
Ｃ
Ｏ
２
）レ
ー

ザ
ー
技
術
を
眼
瞼
手
術
に
応
用
し
て
い
る
た
め
、
術

中
の
出
血
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
術
中
・
術
後
と
も
眼

瞼
の
発
赤
、
腫
脹
、
疼
痛
を
極
め
て
軽
度
に
す
る
こ

と
が
可
能
だ
と
い
う
。

　「ま
ぶ
た
が
重
か
っ
た
時
に
目
を
大
き
く
開
け
よ
う

と
無
意
識
に
使
っ
て
い
た
筋
肉
を
使
わ
な
く
て
済
む

こ
と
で
頭
痛
や
肩
こ
り
な
ど
の
症
状
が
改
善
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」
視
機
能
の
改
善
や
、Ｑ
Ｏ
Ｌ
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

学
童
期
の
近
視
治
療
は
オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
、

若
年
者
は
Ｉ
Ｃ
Ｌ

　高
槻
市
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
、
お
お

し
ま
眼
科
宮
田
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
溝
口
晋
院
長
は
、

大
学
病
院
や
地
域
の
基
幹
病
院
に
て
、
白
内
障
の
み

な
ら
ず
、
緑
内
障
や
加
齢
黄
斑
変
性
な
ど
の
網
膜
疾

患
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
難
治
性
の
眼
科
疾
患
の

診
療
と
手
術
治
療
に
従
事
し
て
き
た
。
現
在
、
そ
の

豊
富
な
経
験
を
活
か
す
と
と
も
に
、
更
に
オ
ル
ソ
ケ

ラ
ト
ロ
ジ
ー
な
ど
の
学
童
期
の
近
視
治
療
な
ど
幅
広

く
治
療
を
行
っ
て
い
る
。

　「オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
は
、
学
童
期
に
お
い
て
手

術
に
頼
ら
な
い
近
視
治
療
で
す
が
、
正
し
い
診
断
と

検
査
を
受
け
、
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

同
院
で
は
、
開
院
当
初
か
ら
い
ち
早
く
オ
ル
ソ
ケ
ラ

ト
ロ
ジ
ー
を
開
始
し
、
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
対

応
し
て
い
る
。

　ま
た
、
若
年
者
に
関
し
て
は
、
強
度
近
視
や
結
膜

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
で
従
来
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が

対
応
で
き
な
い
場
合
に
は
、
最
近
で
は
レ
ー
シ
ッ
ク

術
に
対
す
る
不
安
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　「よ
り
良
い
治
療
を
行
う
た
め
に
は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
徹
底
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

患
者
様
目
線
で
考
え
た
取
り
組
み
は
、
治
療
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
こ

の
心
遣
い
と
実
質
的
な
取
り
組
み
は
、
患
者
と
医
師

の
深
い
信
頼
関
係
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
要
因
の
一

つ
で
も
あ
る
。

極
小
切
開
で
行
う
白
内
障

多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
手
術

　「当
院
で
は
、
約
２
・
２
㎜
の
極
小
切
開
創
で
行
う

白
内
障
日
帰
り
手
術
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
創
口
が

非
常
に
小
さ
く
縫
合
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、
手
術

時
間
が
ほ
ぼ
４
〜
５
分
と
短
時
間
で
済
み
、
出
血
も

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
乱
視
へ
の
リ

ス
ク
や
感
染
症
へ
の
リ
ス
ク
が
軽
減
さ
れ
ま
す
」
低

侵
襲
な
た
め
術
後
回
復
が
早
く
、
手
術
の
翌
日
か
ら

普
段
と
同
じ
よ
う
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
入

院
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
か
ら
、
時
間
的
・
経
済
的

な
負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
全
身

疾
患
を
有
す
る
患
者
で
抗
凝
固
剤
を
休
薬
で
き
な
い

方
へ
の
対
応
も
可
能
だ
と
い
う
。
特
に
、
厚
生
労
働

省
の
先
進
医
療
施
設
と
し
て
老
眼
治
療
に
も
有
効
な

多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
手
術
に
も
対
応
し
て
い
る
。
２

０
１
８
年
１
月
〜
12
月
ま
で
の
１
年
間
の
白
内
障
手

術
２
１
８
８
例
の
う
ち
２
７
７
例
（
13
％
）
が
多
焦

点
眼
内
レ
ン
ズ
の
症
例
で
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
症
例
数
を
誇
っ
て
お
り
、
国
内
外
の
学
会
で
も

積
極
的
に
公
表
し
て
い
る
。

　「個
々
の
症
状
や
適
性
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
方
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
レ
ン
ズ
を
選
択
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
」
様
々
な
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

べ
く
、
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
に
は
二
焦
点
と
三
焦
点

の
も
の
が
あ
り
、
乱
視
矯
正
に
用
い
る
眼
内
レ
ン
ズ

も
含
め
て
、
複
数
の
レ
ン
ズ
の
種
類
を
取
り
扱
っ
て

い
る
。
大
島
理
事
長
は
、
角
膜
混
濁
眼
の
白
内
障
手

高
度
な
眼
科
日
帰
り
手
術
を
行
う

医
療
法
人
聖
佑
会
グ
ル
ー
プ

　大
島
佑
介
理
事
長
率
い
る
医
療
法
人
聖
佑
会
グ

ル
ー
プ
は
、
北
摂
津
地
区
と
八
尾
市
に
お
い
て
、
各

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
も
、
質
の
高

い
幅
広
い
眼
科
医
療
を
提
供
し
て
い
る
。
大
島
理
事

長
は
「
最
新
の
眼
科
医
療
を
身
近
な
地
域
に
広
め
た

い
」
と
い
う
熱
い
思
い
か
ら
、
２
０
１
４
年
、
大
阪

府
高
槻
市
に
網
膜
剥
離
や
白
内
障
の
日
帰
り
手
術
な

ど
の
最
新
治
療
を
提
供
す
る
「
お
お
し
ま
眼
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
そ
し
て
、
２
０
１
６
年
に
多
焦
点
レ
ン
ズ

に
特
化
し
た
白
内
障
手
術
や
眼
瞼
下
垂
な
ど
の
眼
形

成
手
術
を
提
供
す
る
「
お
お
し
ま
眼
科
宮
田
町
ク
リ

ニ
ッ
ク
」（
旧
か
わ
さ
き
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
よ
り
名
称

変
更
）
を
開
院
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、２
０
１
８
年
に
は
、

大
阪
府
八
尾
市
に
小
児
の
近
視
治
療
と
白
内
障
・
網

膜
硝
子
体
疾
患
の
日
帰
り
手
術
に
特
化
し
た
「
お
お

し
ま
眼
科
池
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
設
。
大
島
理
事

長
の
み
な
ら
ず
、
各
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
で
あ
る
池

本
医
師
、
溝
口
医
師
と
も
に
白
内
障
手
術
の
経
験
が

豊
富
で
あ
り
な
が
ら
、
ぞ
れ
ぞ
れ
が
小
児
眼
科
と
緑

内
障
の
専
門
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
の
で
、

グ
ル
ー
プ
全
体
で
幅
広
く
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　「我
々
は
眼
科
手
術
の
プ
ロ
集
団
で
す
の
で
、
患
者

様
を
単
に
見
え
る
よ
う
に
す
る
の
で
は
な
く
、
如
何

に
良
く
見
え
る
か
と
い
う
〝見
え
る
質
〞
を
極
め
る
こ

と
が
我
々
の
使
命
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
常
に
最

新
の
知
見
や
技
術
を
取
り
入
れ
、
医
療
設
備
の
刷
新

を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
大
島
理
事
長
は
語
る
。
当

グ
ル
ー
プ
で
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら
大
学

ク
ラ
ス
の
高
精
度
な
設
備
機
器
を
完
備
し
て
お
り
、

最
新
の
眼
科
医
療
の
提
供
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
手
術
の
際
に
は
専
属
の
麻
酔
科
医
が
立
会
い
、

点
眼
麻
酔
や
前
房
内
麻
酔
な
ど
痛
み
の
少
な
い
局
所

麻
酔
を
行
う
こ
と
で
、
様
々
な
眼
科
疾
患
に
お
け
る

日
帰
り
手
術
に
対
応
し
て
い
る
。

高
い
技
術
力
が
信
頼
関
係
を
強
固
に

地
域
医
療
に
貢
献

　「こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
、
経
験
、
技
術
を
生

か
し
て
、
よ
り
最
良
の
眼
科
医
療
を
地
域
の
皆
様
に

提
供
し
続
け
ま
す
」
と
抱
負
を
語
る
大
島
理
事
長
は
、

こ
れ
ま
で
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
京
都
大
学

再
生
医
科
学
研
究
所
、
大
阪
府
下
の
基
幹
病
院
を
中

心
に
眼
科
の
基
礎
研
究
や
臨
床
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

網
膜
硝
子
体
手
術
及
び
白
内
障
手
術
分
野
お
け
る
国

内
の
み
な
ら
ず
海
外
に
も
頻
繁
に
招
聘
さ
れ
る
ト
ッ

プ
サ
ー
ジ
ャ
ン
の
一
人
で
あ
り
、
当
グ
ル
ー
プ
の
難

治
性
疾
患
の
手
術
を
全
て
大
島
理
事
長
が
自
ら
執
刀

し
て
い
る
。

　２
０
１
４
年
２
月
の
開
院
以
来
、
２
０
１
９
年
１

月
末
ま
で
の
わ
ず
か
約
５
年
間
で
９
０
０
０
件
に
及

ぶ
内
眼
手
術
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
半
数
近
く
は

他
院
か
ら
の
紹
介
だ
。
更
に
眼
科
手
術
で
最
も
難
し

い
と
さ
れ
る
硝
子
体
手
術
に
つ
い
て
は
、
実
に
そ
の
約

９
割
が
病
院
を
含
む
他
の
医
療
施
設
か
ら
の
紹
介
患

者
で
あ
り
、
地
域
に
密
着
し
中
核
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。「
地
域
の
患
者
様
と
先
生
方
に『
手
術
の
ク
ォ

リ
テ
ィ
ー
』
に
対
す
る
高
い
信
頼
が
得
ら
れ
た
こ
と
が

要
因
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
先
生
方
と
密
な
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
患
者
様
お
一
人
お
ひ
と
り
の
視

力
回
復
の
『
質
』
を
極
め
る
眼
科
手
術
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
大
島
理
事
長
は
語
る
。

　当
グ
ル
ー
プ
で
は
、
更
に
手
術
を
受
け
る
患
者
と

そ
の
家
族
へ
配
慮
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
患
者
の

希
望
に
よ
り
手
術
室
の
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
で
見
学
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
、
透
明
性
の
高
い
オ
ー
プ
ン

な
医
療
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
手
術
中
に
家

族
が
患
者
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
患
者
は
手

術
の
新
し
い
手
術
手
技
の
開
発
者
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
の
で
、
全
国
よ
り
様
々
な
難
症
例
が
紹
介
さ

れ
る
と
い
う
。

27
ゲ
ー
ジ
極
小
切
開

無
縫
合
硝
子
体
手
術
を
実
現

　大
島
理
事
長
は
、
最
新
の
硝
子
体
手
術
と
し
て
世

界
規
模
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
27
ゲ
ー
ジ
（
０
・
４
）

無
縫
合
小
切
開
手
術
シ
ス
テ
ム
の
開
発
者
だ
。
ま
た

全
国
で
も
先
駆
け
て
、
最
先
端
の
３
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
観

察
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
手
術
を
試
験
導
入
す
る
な
ど
、

眼
科
医
療
の
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
取
り
組
み
を
実
践

し
て
い
る
。

　ま
た
最
新
機
器
を
導
入
し
、
高
度
医
療
チ
ー
ム
体

制
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
黄
斑
前
膜
や
黄
斑
円
孔
の

よ
う
な
疾
患
の
み
な
ら
ず
、
網
膜
剥
離
や
糖
尿
病
網

膜
症
な
ど
の
重
症
疾
患
も
日
帰
り
手
術
で
対
応
し
て

い
る
。
２
０
１
４
年
２
月
か
ら
２
０
１
８
年
12
月
ま

で
に
行
っ
た
３
０
１
例
の
網
膜
剥
離
初
発
例
の
日
帰

り
手
術
で
は
、
初
回
復
位
率
が
97
％
、
最
終
復
位
率

が
１
０
０
％
と
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
症
例
数
と
治

療
成
績
を
誇
る
。

小
児
の
近
視
・
弱
視
治
療
や

眼
瞼
下
垂
手
術
に
も
対
応

　八
尾
市
に
あ
る
、
お
お
し
ま
眼
科
池
本
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
、
眼
形
成
手
術
の
み
な
ら
ず
、
小
児
の
斜
視
・

弱
視
治
療
だ
け
で
な
く
近
視
抑
制
治
療
（
低
濃
度
ア

ト
ロ
ピ
ン
点
眼
や
オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
）
な
ど
、

国
内
で
も
数
少
な
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
ベ
ー
ス
で
の
小
児

眼
科
の
外
来
も
構
築
し
て
い
る
。
池
本
淳
子
院
長
は
、

こ
れ
ま
で
複
数
の
大
学
の
基
幹
病
院
や
眼
科
専
門
病

院
で
白
内
障
手
術
や
眼
瞼
下
垂
な
ど
の
眼
形
成
手
術

に
従
事
し
て
き
た
。「
よ
り
最
適
な
助
言
と
治
療
の
選

択
肢
を
提
供
し
て
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
患
者

様
の
身
近
に
寄
り
添
え
る
医
療
を
行
い
、
目
の
前
に

い
る
一
人
ひ
と
り
の
患
者
様
が
、
よ
り
幸
せ
な
生
活

おおしま・ゆうすけ
医学博士。1992年大阪大学医学部卒業後、大阪大
学医学部眼科学教室入局。大阪大学大学院医学系研
究科眼科学教室講師および医療法人社団済安堂西
葛西井上眼科病院副院長を歴任して、2014年より
医院を開設。日本眼科学会認定眼科専門医。中国南
開大学医学院客員教授、天津市眼科医院網膜硝子体
部門顧問、京都府立医科大学眼科学教室客員講師
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院内には国際学会での受賞トロフィーや賞状が数多く掲げられている。
「Best Doctors in Japan 2014-2015, 2016-2017, 2018-2019」
にも3期連続で選出

理
事
長 

大
島 

佑
介 

「
す
べ
て
は
患
者
さ
ん
の
安
心
と
満
足
の
た
め
に
」

高
度
な
白
内
障
多
焦
点
手
術
・
網
膜
硝
子
体
疾
患
の
日
帰
り
手
術
を
実
現

Professional Doctor情熱医療
プロフェッショナルドクター
白内障手術、網膜硝子体手術

よ
り
も
眼
内
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
（
Ｉ
Ｃ
Ｌ
）
が
満

足
度
の
非
常
に
高
い
治
療
と
し
て
お
お
し
ま
眼
科
グ

ル
ー
プ
の
三
施
設
と
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

眼
科
の
予
防
検
診
・
早
期
治
療
の
重
要
性

　40
代
を
過
ぎ
る
と
様
々
な
病
気
が
発
症
す
る
リ
ス

ク
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
緑
内
障
や
糖
尿
病

網
膜
症
な
ど
の
よ
う
に
失
明
へ
と
つ
な
が
る
危
険
性

が
あ
る
病
気
も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
だ
。「
眼
圧
測

定
や
視
野
検
査
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
定
期
的

に
受
け
る
こ
と
で
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
繋
が
り

ま
す
。
丁
寧
に
説
明
を
行
い
ベ
ス
ト
な
治
療
法
を
患

者
様
と
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
溝
口
院

長
は
語
る
。

世
界
へ
向
け
た
教
育
講
演

手
術
ラ
イ
ブ
で
後
進
育
成

　大
島
理
事
長
は
、
眼
科
医
療
界
の
発
展
を
目
指
し

医
師
育
成
に
も
多
く
携
わ
っ
て
い
る
。
国
内
は
も
ち

ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、

さ
ら
に
は
エ
ジ
プ
ト
な
ど
世
界
を
舞
台
に
、
白
内
障

や
網
膜
疾
患
分
野
で
の
教
育
講
演
と
手
術
ラ
イ
ブ
に

よ
る
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
医
師
同
士
の

評
価
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ｄ
ｏ
ｃ
ｔ
ｏ

ｒ
ｓ 

ｉ
ｎ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に
３
期
連
続
で
選
出
さ
れ

て
い
る
。

全
国
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
も

眼
の
病
を
抱
え
た
患
者
が
多
く
来
院

　大
島
理
事
長
の
海
外
で
の
知
名
度
と
英
語
や
中
国

語
も
堪
能
さ
か
ら
、
全
国
各
地
、
さ
ら
に
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
香
港
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
な
ど
海
外
か

ら
も
定
期
的
に
患
者
が
来
院
す
る
。「
よ
り
安
心
な
手

術
方
法
の
確
立
と
新
し
い
手
術
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
患
者
様
の
視
力
向
上
に
努
め

ま
す
」
と
大
島
理
事
長
は
強
く
語
っ
た
。

を
送
れ
る
よ
う
手
助
け
を
す
る
の
が
私
の
役
割
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
池
本
院
長
は
語
る
。
自
身
の
出

産
や
子
育
て
の
経
験
を
通
し
、
女
性
な
ら
で
は
の
視

点
か
ら
行
わ
れ
る
細
や
か
な
診
療
は
、
患
者
へ
安
心

感
を
与
え
信
頼
関
係
を
強
め
て
い
る
。

　瞼
が
下
が
り
、
眼
が
開
け
づ
ら
く
な
る
眼
瞼
下
垂
。

同
院
の
眼
瞼
下
垂
手
術
は
、炭
酸
ガ
ス（
Ｃ
Ｏ
２
）レ
ー

ザ
ー
技
術
を
眼
瞼
手
術
に
応
用
し
て
い
る
た
め
、
術

中
の
出
血
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
術
中
・
術
後
と
も
眼

瞼
の
発
赤
、
腫
脹
、
疼
痛
を
極
め
て
軽
度
に
す
る
こ

と
が
可
能
だ
と
い
う
。

　「ま
ぶ
た
が
重
か
っ
た
時
に
目
を
大
き
く
開
け
よ
う

と
無
意
識
に
使
っ
て
い
た
筋
肉
を
使
わ
な
く
て
済
む

こ
と
で
頭
痛
や
肩
こ
り
な
ど
の
症
状
が
改
善
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」
視
機
能
の
改
善
や
、Ｑ
Ｏ
Ｌ
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

学
童
期
の
近
視
治
療
は
オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
、

若
年
者
は
Ｉ
Ｃ
Ｌ

　高
槻
市
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
、
お
お

し
ま
眼
科
宮
田
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
溝
口
晋
院
長
は
、

大
学
病
院
や
地
域
の
基
幹
病
院
に
て
、
白
内
障
の
み

な
ら
ず
、
緑
内
障
や
加
齢
黄
斑
変
性
な
ど
の
網
膜
疾

患
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
難
治
性
の
眼
科
疾
患
の

診
療
と
手
術
治
療
に
従
事
し
て
き
た
。
現
在
、
そ
の

豊
富
な
経
験
を
活
か
す
と
と
も
に
、
更
に
オ
ル
ソ
ケ

ラ
ト
ロ
ジ
ー
な
ど
の
学
童
期
の
近
視
治
療
な
ど
幅
広

く
治
療
を
行
っ
て
い
る
。

　「オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
は
、
学
童
期
に
お
い
て
手

術
に
頼
ら
な
い
近
視
治
療
で
す
が
、
正
し
い
診
断
と

検
査
を
受
け
、
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

同
院
で
は
、
開
院
当
初
か
ら
い
ち
早
く
オ
ル
ソ
ケ
ラ

ト
ロ
ジ
ー
を
開
始
し
、
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
対

応
し
て
い
る
。

　ま
た
、
若
年
者
に
関
し
て
は
、
強
度
近
視
や
結
膜

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
で
従
来
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が

対
応
で
き
な
い
場
合
に
は
、
最
近
で
は
レ
ー
シ
ッ
ク

術
に
対
す
る
不
安
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　「よ
り
良
い
治
療
を
行
う
た
め
に
は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
徹
底
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

患
者
様
目
線
で
考
え
た
取
り
組
み
は
、
治
療
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
こ

の
心
遣
い
と
実
質
的
な
取
り
組
み
は
、
患
者
と
医
師

の
深
い
信
頼
関
係
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
要
因
の
一

つ
で
も
あ
る
。

極
小
切
開
で
行
う
白
内
障

多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
手
術

　「当
院
で
は
、
約
２
・
２
㎜
の
極
小
切
開
創
で
行
う

白
内
障
日
帰
り
手
術
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
創
口
が

非
常
に
小
さ
く
縫
合
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、
手
術

時
間
が
ほ
ぼ
４
〜
５
分
と
短
時
間
で
済
み
、
出
血
も

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
乱
視
へ
の
リ

ス
ク
や
感
染
症
へ
の
リ
ス
ク
が
軽
減
さ
れ
ま
す
」
低

侵
襲
な
た
め
術
後
回
復
が
早
く
、
手
術
の
翌
日
か
ら

普
段
と
同
じ
よ
う
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
入

院
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
か
ら
、
時
間
的
・
経
済
的

な
負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
全
身

疾
患
を
有
す
る
患
者
で
抗
凝
固
剤
を
休
薬
で
き
な
い

方
へ
の
対
応
も
可
能
だ
と
い
う
。
特
に
、
厚
生
労
働

省
の
先
進
医
療
施
設
と
し
て
老
眼
治
療
に
も
有
効
な

多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
手
術
に
も
対
応
し
て
い
る
。
２

０
１
８
年
１
月
〜
12
月
ま
で
の
１
年
間
の
白
内
障
手

術
２
１
８
８
例
の
う
ち
２
７
７
例
（
13
％
）
が
多
焦

点
眼
内
レ
ン
ズ
の
症
例
で
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
症
例
数
を
誇
っ
て
お
り
、
国
内
外
の
学
会
で
も

積
極
的
に
公
表
し
て
い
る
。

　「個
々
の
症
状
や
適
性
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
方
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
レ
ン
ズ
を
選
択
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
」
様
々
な
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

べ
く
、
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
に
は
二
焦
点
と
三
焦
点

の
も
の
が
あ
り
、
乱
視
矯
正
に
用
い
る
眼
内
レ
ン
ズ

も
含
め
て
、
複
数
の
レ
ン
ズ
の
種
類
を
取
り
扱
っ
て

い
る
。
大
島
理
事
長
は
、
角
膜
混
濁
眼
の
白
内
障
手

高
度
な
眼
科
日
帰
り
手
術
を
行
う

医
療
法
人
聖
佑
会
グ
ル
ー
プ

　大
島
佑
介
理
事
長
率
い
る
医
療
法
人
聖
佑
会
グ

ル
ー
プ
は
、
北
摂
津
地
区
と
八
尾
市
に
お
い
て
、
各

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
も
、
質
の
高

い
幅
広
い
眼
科
医
療
を
提
供
し
て
い
る
。
大
島
理
事

長
は
「
最
新
の
眼
科
医
療
を
身
近
な
地
域
に
広
め
た

い
」
と
い
う
熱
い
思
い
か
ら
、
２
０
１
４
年
、
大
阪

府
高
槻
市
に
網
膜
剥
離
や
白
内
障
の
日
帰
り
手
術
な

ど
の
最
新
治
療
を
提
供
す
る
「
お
お
し
ま
眼
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
そ
し
て
、
２
０
１
６
年
に
多
焦
点
レ
ン
ズ

に
特
化
し
た
白
内
障
手
術
や
眼
瞼
下
垂
な
ど
の
眼
形

成
手
術
を
提
供
す
る
「
お
お
し
ま
眼
科
宮
田
町
ク
リ

ニ
ッ
ク
」（
旧
か
わ
さ
き
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
よ
り
名
称

変
更
）
を
開
院
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、２
０
１
８
年
に
は
、

大
阪
府
八
尾
市
に
小
児
の
近
視
治
療
と
白
内
障
・
網

膜
硝
子
体
疾
患
の
日
帰
り
手
術
に
特
化
し
た
「
お
お

し
ま
眼
科
池
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
設
。
大
島
理
事

長
の
み
な
ら
ず
、
各
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
で
あ
る
池

本
医
師
、
溝
口
医
師
と
も
に
白
内
障
手
術
の
経
験
が

豊
富
で
あ
り
な
が
ら
、
ぞ
れ
ぞ
れ
が
小
児
眼
科
と
緑

内
障
の
専
門
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
の
で
、

グ
ル
ー
プ
全
体
で
幅
広
く
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　「我
々
は
眼
科
手
術
の
プ
ロ
集
団
で
す
の
で
、
患
者

様
を
単
に
見
え
る
よ
う
に
す
る
の
で
は
な
く
、
如
何

に
良
く
見
え
る
か
と
い
う
〝見
え
る
質
〞
を
極
め
る
こ

と
が
我
々
の
使
命
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
常
に
最

新
の
知
見
や
技
術
を
取
り
入
れ
、
医
療
設
備
の
刷
新

を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
大
島
理
事
長
は
語
る
。
当

グ
ル
ー
プ
で
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら
大
学

ク
ラ
ス
の
高
精
度
な
設
備
機
器
を
完
備
し
て
お
り
、

最
新
の
眼
科
医
療
の
提
供
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
手
術
の
際
に
は
専
属
の
麻
酔
科
医
が
立
会
い
、

点
眼
麻
酔
や
前
房
内
麻
酔
な
ど
痛
み
の
少
な
い
局
所

麻
酔
を
行
う
こ
と
で
、
様
々
な
眼
科
疾
患
に
お
け
る

日
帰
り
手
術
に
対
応
し
て
い
る
。

高
い
技
術
力
が
信
頼
関
係
を
強
固
に

地
域
医
療
に
貢
献

　「こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
、
経
験
、
技
術
を
生

か
し
て
、
よ
り
最
良
の
眼
科
医
療
を
地
域
の
皆
様
に

提
供
し
続
け
ま
す
」
と
抱
負
を
語
る
大
島
理
事
長
は
、

こ
れ
ま
で
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
京
都
大
学

再
生
医
科
学
研
究
所
、
大
阪
府
下
の
基
幹
病
院
を
中

心
に
眼
科
の
基
礎
研
究
や
臨
床
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

網
膜
硝
子
体
手
術
及
び
白
内
障
手
術
分
野
お
け
る
国

内
の
み
な
ら
ず
海
外
に
も
頻
繁
に
招
聘
さ
れ
る
ト
ッ

プ
サ
ー
ジ
ャ
ン
の
一
人
で
あ
り
、
当
グ
ル
ー
プ
の
難

治
性
疾
患
の
手
術
を
全
て
大
島
理
事
長
が
自
ら
執
刀

し
て
い
る
。

　２
０
１
４
年
２
月
の
開
院
以
来
、
２
０
１
９
年
１

月
末
ま
で
の
わ
ず
か
約
５
年
間
で
９
０
０
０
件
に
及

ぶ
内
眼
手
術
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
半
数
近
く
は

他
院
か
ら
の
紹
介
だ
。
更
に
眼
科
手
術
で
最
も
難
し

い
と
さ
れ
る
硝
子
体
手
術
に
つ
い
て
は
、
実
に
そ
の
約

９
割
が
病
院
を
含
む
他
の
医
療
施
設
か
ら
の
紹
介
患

者
で
あ
り
、
地
域
に
密
着
し
中
核
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。「
地
域
の
患
者
様
と
先
生
方
に『
手
術
の
ク
ォ

リ
テ
ィ
ー
』
に
対
す
る
高
い
信
頼
が
得
ら
れ
た
こ
と
が

要
因
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
先
生
方
と
密
な
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
患
者
様
お
一
人
お
ひ
と
り
の
視

力
回
復
の
『
質
』
を
極
め
る
眼
科
手
術
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
大
島
理
事
長
は
語
る
。

　当
グ
ル
ー
プ
で
は
、
更
に
手
術
を
受
け
る
患
者
と

そ
の
家
族
へ
配
慮
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
患
者
の

希
望
に
よ
り
手
術
室
の
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
で
見
学
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
、
透
明
性
の
高
い
オ
ー
プ
ン

な
医
療
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
手
術
中
に
家

族
が
患
者
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
患
者
は
手

術
の
新
し
い
手
術
手
技
の
開
発
者
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
の
で
、
全
国
よ
り
様
々
な
難
症
例
が
紹
介
さ

れ
る
と
い
う
。

27
ゲ
ー
ジ
極
小
切
開

無
縫
合
硝
子
体
手
術
を
実
現

　大
島
理
事
長
は
、
最
新
の
硝
子
体
手
術
と
し
て
世

界
規
模
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
27
ゲ
ー
ジ
（
０
・
４
）

無
縫
合
小
切
開
手
術
シ
ス
テ
ム
の
開
発
者
だ
。
ま
た

全
国
で
も
先
駆
け
て
、
最
先
端
の
３
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
観

察
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
手
術
を
試
験
導
入
す
る
な
ど
、

眼
科
医
療
の
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
取
り
組
み
を
実
践

し
て
い
る
。

　ま
た
最
新
機
器
を
導
入
し
、
高
度
医
療
チ
ー
ム
体

制
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
黄
斑
前
膜
や
黄
斑
円
孔
の

よ
う
な
疾
患
の
み
な
ら
ず
、
網
膜
剥
離
や
糖
尿
病
網

膜
症
な
ど
の
重
症
疾
患
も
日
帰
り
手
術
で
対
応
し
て

い
る
。
２
０
１
４
年
２
月
か
ら
２
０
１
８
年
12
月
ま

で
に
行
っ
た
３
０
１
例
の
網
膜
剥
離
初
発
例
の
日
帰

り
手
術
で
は
、
初
回
復
位
率
が
97
％
、
最
終
復
位
率

が
１
０
０
％
と
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
症
例
数
と
治

療
成
績
を
誇
る
。

小
児
の
近
視
・
弱
視
治
療
や

眼
瞼
下
垂
手
術
に
も
対
応

　八
尾
市
に
あ
る
、
お
お
し
ま
眼
科
池
本
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
、
眼
形
成
手
術
の
み
な
ら
ず
、
小
児
の
斜
視
・

弱
視
治
療
だ
け
で
な
く
近
視
抑
制
治
療
（
低
濃
度
ア

ト
ロ
ピ
ン
点
眼
や
オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
）
な
ど
、

国
内
で
も
数
少
な
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
ベ
ー
ス
で
の
小
児

眼
科
の
外
来
も
構
築
し
て
い
る
。
池
本
淳
子
院
長
は
、

こ
れ
ま
で
複
数
の
大
学
の
基
幹
病
院
や
眼
科
専
門
病

院
で
白
内
障
手
術
や
眼
瞼
下
垂
な
ど
の
眼
形
成
手
術

に
従
事
し
て
き
た
。「
よ
り
最
適
な
助
言
と
治
療
の
選

択
肢
を
提
供
し
て
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
患
者

様
の
身
近
に
寄
り
添
え
る
医
療
を
行
い
、
目
の
前
に

い
る
一
人
ひ
と
り
の
患
者
様
が
、
よ
り
幸
せ
な
生
活

１・ベトナムのフエで行われた
　　海外眼科医師指導プログラムにて手術指導

２・フィレンツェで開催された
　　網膜硝子体学会（FLORetina）にて行われた
　　3Dの手術ビデオによるケースディスカッション

３・中国・青島にて中国眼底疾患学会のシンポジウムと
　　サテライトセミナーで
　　最新の網膜硝子体手術について講演

４・フィレンツエで開催されたヨーロッパトップクラスの
　　網膜硝子体手術学会にて招待講演と手術ライブを実施

５・東京で開催された第26回網膜硝子体講習会での
　　講演様子

おおしま眼科宮田町クリニック

院長 溝口 晋
S h i n  M i z o g u c h i

白内障手術（先進医療実施施設） ──── 2188件
（うち、多焦点眼内レンズ 277 件、
          多種のオーダーメイドレンズを取扱う）
対象疾患： 一般的な白内障手術のみならず、
 難治性白内障や眼内レンズ合併症なども対応

網膜硝子体手術 ────────364件
（うち、裂孔原性網膜剥離の緊急手術 100 件、
          初回復位率 97.0%、最終復位率 100％）
対象疾患： 網膜剥離、硝子体出血、黄斑円孔、黄斑前膜、
 糖尿病網膜症や網膜静脈閉塞症による黄斑浮腫、
 加齢黄斑変性や網膜細動脈瘤による網膜下出血など

眼瞼形成術 ──────────162件
（炭酸ガスレーザーによる術後の腫れや皮下出血が少ない手術）
対象疾患：眼瞼下垂や眼瞼内反症など

眼科小手術 ───────────84件
対象疾患：鼻涙管狭窄や結膜翼状片など

緑内障手術 ────────────8件 

大阪府八尾市桜ヶ丘1-10-2 桜ヶ丘クリニックビル2F
【休 診 日】火曜午後、土曜午後、日・祝

　  072-975-6011

Oshima Eye Clinic

大阪府高槻市西冠1-12-8
【休 診 日】水、木曜午後、土曜午後、日・祝

　  072-676-8900

大阪府高槻市宮田町1-29-18  たかつき宮田町ビル3F
【休 診 日】木曜午後、土曜午後、日・祝（2019年7月改名）

　  072-690-7540

宮田町クリニック

医療法人聖佑会グループ日帰り手術おおしま眼科池本クリニック

院長 池本 淳子
J u n k o  I k e m o t o

年間総件数（2018年 1月～ 12月）

１2

45

3

いけもと・じゅんこ
2001年福井大学医学部卒業後、京都府立医科大学眼科
学教室入局。02年京都府立医科大学付属北部医療セン
ター。03年宇治徳洲会病院。04年山形井出眼科病院。
05年済生会滋賀県病院医長。09年京都中部総合医療セ
ンター医長。13年東近江市立能登川病院主任部長。18
年より現職。日本眼科学会認定眼科専門医

みぞぐち・しん
医学博士。2009年高知大学医学部卒業後、和歌山県立
医科大学附属病院初期臨床研修。11年和歌山県立医科大
学眼科学教室入局。和歌山県立医科大学大学院（博士課
程）。12年海南市民病院。13年和歌山県立医科大学眼科
学教室学内助教。17年和歌山県立医科大学附属病院紀北
分院助教。19年より現職。日本眼科学会認定眼科専門医

よ
り
も
眼
内
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
（
Ｉ
Ｃ
Ｌ
）
が
満

足
度
の
非
常
に
高
い
治
療
と
し
て
お
お
し
ま
眼
科
グ

ル
ー
プ
の
三
施
設
と
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

眼
科
の
予
防
検
診
・
早
期
治
療
の
重
要
性

　40
代
を
過
ぎ
る
と
様
々
な
病
気
が
発
症
す
る
リ
ス

ク
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
緑
内
障
や
糖
尿
病

網
膜
症
な
ど
の
よ
う
に
失
明
へ
と
つ
な
が
る
危
険
性

が
あ
る
病
気
も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
だ
。「
眼
圧
測

定
や
視
野
検
査
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
定
期
的

に
受
け
る
こ
と
で
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
繋
が
り

ま
す
。
丁
寧
に
説
明
を
行
い
ベ
ス
ト
な
治
療
法
を
患

者
様
と
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
溝
口
院

長
は
語
る
。

世
界
へ
向
け
た
教
育
講
演

手
術
ラ
イ
ブ
で
後
進
育
成

　大
島
理
事
長
は
、
眼
科
医
療
界
の
発
展
を
目
指
し

医
師
育
成
に
も
多
く
携
わ
っ
て
い
る
。
国
内
は
も
ち

ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、

さ
ら
に
は
エ
ジ
プ
ト
な
ど
世
界
を
舞
台
に
、
白
内
障

や
網
膜
疾
患
分
野
で
の
教
育
講
演
と
手
術
ラ
イ
ブ
に

よ
る
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
医
師
同
士
の

評
価
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ｄ
ｏ
ｃ
ｔ
ｏ

ｒ
ｓ 

ｉ
ｎ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に
３
期
連
続
で
選
出
さ
れ

て
い
る
。

全
国
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
も

眼
の
病
を
抱
え
た
患
者
が
多
く
来
院

　大
島
理
事
長
の
海
外
で
の
知
名
度
と
英
語
や
中
国

語
も
堪
能
さ
か
ら
、
全
国
各
地
、
さ
ら
に
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
香
港
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
な
ど
海
外
か

ら
も
定
期
的
に
患
者
が
来
院
す
る
。「
よ
り
安
心
な
手

術
方
法
の
確
立
と
新
し
い
手
術
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
患
者
様
の
視
力
向
上
に
努
め

ま
す
」
と
大
島
理
事
長
は
強
く
語
っ
た
。

を
送
れ
る
よ
う
手
助
け
を
す
る
の
が
私
の
役
割
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
池
本
院
長
は
語
る
。
自
身
の
出

産
や
子
育
て
の
経
験
を
通
し
、
女
性
な
ら
で
は
の
視

点
か
ら
行
わ
れ
る
細
や
か
な
診
療
は
、
患
者
へ
安
心

感
を
与
え
信
頼
関
係
を
強
め
て
い
る
。

　瞼
が
下
が
り
、
眼
が
開
け
づ
ら
く
な
る
眼
瞼
下
垂
。

同
院
の
眼
瞼
下
垂
手
術
は
、炭
酸
ガ
ス（
Ｃ
Ｏ
２
）レ
ー

ザ
ー
技
術
を
眼
瞼
手
術
に
応
用
し
て
い
る
た
め
、
術

中
の
出
血
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
術
中
・
術
後
と
も
眼

瞼
の
発
赤
、
腫
脹
、
疼
痛
を
極
め
て
軽
度
に
す
る
こ

と
が
可
能
だ
と
い
う
。

　「ま
ぶ
た
が
重
か
っ
た
時
に
目
を
大
き
く
開
け
よ
う

と
無
意
識
に
使
っ
て
い
た
筋
肉
を
使
わ
な
く
て
済
む

こ
と
で
頭
痛
や
肩
こ
り
な
ど
の
症
状
が
改
善
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」
視
機
能
の
改
善
や
、Ｑ
Ｏ
Ｌ
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

学
童
期
の
近
視
治
療
は
オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
、

若
年
者
は
Ｉ
Ｃ
Ｌ

　高
槻
市
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
、
お
お

し
ま
眼
科
宮
田
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
溝
口
晋
院
長
は
、

大
学
病
院
や
地
域
の
基
幹
病
院
に
て
、
白
内
障
の
み

な
ら
ず
、
緑
内
障
や
加
齢
黄
斑
変
性
な
ど
の
網
膜
疾

患
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
難
治
性
の
眼
科
疾
患
の

診
療
と
手
術
治
療
に
従
事
し
て
き
た
。
現
在
、
そ
の

豊
富
な
経
験
を
活
か
す
と
と
も
に
、
更
に
オ
ル
ソ
ケ

ラ
ト
ロ
ジ
ー
な
ど
の
学
童
期
の
近
視
治
療
な
ど
幅
広

く
治
療
を
行
っ
て
い
る
。

　「オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
は
、
学
童
期
に
お
い
て
手

術
に
頼
ら
な
い
近
視
治
療
で
す
が
、
正
し
い
診
断
と

検
査
を
受
け
、
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

同
院
で
は
、
開
院
当
初
か
ら
い
ち
早
く
オ
ル
ソ
ケ
ラ

ト
ロ
ジ
ー
を
開
始
し
、
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
対

応
し
て
い
る
。

　ま
た
、
若
年
者
に
関
し
て
は
、
強
度
近
視
や
結
膜

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
で
従
来
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が

対
応
で
き
な
い
場
合
に
は
、
最
近
で
は
レ
ー
シ
ッ
ク

術
に
対
す
る
不
安
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　「よ
り
良
い
治
療
を
行
う
た
め
に
は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
徹
底
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

患
者
様
目
線
で
考
え
た
取
り
組
み
は
、
治
療
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
こ

の
心
遣
い
と
実
質
的
な
取
り
組
み
は
、
患
者
と
医
師

の
深
い
信
頼
関
係
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
要
因
の
一

つ
で
も
あ
る
。

極
小
切
開
で
行
う
白
内
障

多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
手
術

　「当
院
で
は
、
約
２
・
２
㎜
の
極
小
切
開
創
で
行
う

白
内
障
日
帰
り
手
術
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
創
口
が

非
常
に
小
さ
く
縫
合
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、
手
術

時
間
が
ほ
ぼ
４
〜
５
分
と
短
時
間
で
済
み
、
出
血
も

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
乱
視
へ
の
リ

ス
ク
や
感
染
症
へ
の
リ
ス
ク
が
軽
減
さ
れ
ま
す
」
低

侵
襲
な
た
め
術
後
回
復
が
早
く
、
手
術
の
翌
日
か
ら

普
段
と
同
じ
よ
う
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
入

院
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
か
ら
、
時
間
的
・
経
済
的

な
負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
全
身

疾
患
を
有
す
る
患
者
で
抗
凝
固
剤
を
休
薬
で
き
な
い

方
へ
の
対
応
も
可
能
だ
と
い
う
。
特
に
、
厚
生
労
働

省
の
先
進
医
療
施
設
と
し
て
老
眼
治
療
に
も
有
効
な

多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
手
術
に
も
対
応
し
て
い
る
。
２

０
１
８
年
１
月
〜
12
月
ま
で
の
１
年
間
の
白
内
障
手

術
２
１
８
８
例
の
う
ち
２
７
７
例
（
13
％
）
が
多
焦

点
眼
内
レ
ン
ズ
の
症
例
で
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
症
例
数
を
誇
っ
て
お
り
、
国
内
外
の
学
会
で
も

積
極
的
に
公
表
し
て
い
る
。

　「個
々
の
症
状
や
適
性
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
方
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
レ
ン
ズ
を
選
択
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
」
様
々
な
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

べ
く
、
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
に
は
二
焦
点
と
三
焦
点

の
も
の
が
あ
り
、
乱
視
矯
正
に
用
い
る
眼
内
レ
ン
ズ

も
含
め
て
、
複
数
の
レ
ン
ズ
の
種
類
を
取
り
扱
っ
て

い
る
。
大
島
理
事
長
は
、
角
膜
混
濁
眼
の
白
内
障
手

高
度
な
眼
科
日
帰
り
手
術
を
行
う

医
療
法
人
聖
佑
会
グ
ル
ー
プ

　大
島
佑
介
理
事
長
率
い
る
医
療
法
人
聖
佑
会
グ

ル
ー
プ
は
、
北
摂
津
地
区
と
八
尾
市
に
お
い
て
、
各

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
も
、
質
の
高

い
幅
広
い
眼
科
医
療
を
提
供
し
て
い
る
。
大
島
理
事

長
は
「
最
新
の
眼
科
医
療
を
身
近
な
地
域
に
広
め
た

い
」
と
い
う
熱
い
思
い
か
ら
、
２
０
１
４
年
、
大
阪

府
高
槻
市
に
網
膜
剥
離
や
白
内
障
の
日
帰
り
手
術
な

ど
の
最
新
治
療
を
提
供
す
る
「
お
お
し
ま
眼
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
そ
し
て
、
２
０
１
６
年
に
多
焦
点
レ
ン
ズ

に
特
化
し
た
白
内
障
手
術
や
眼
瞼
下
垂
な
ど
の
眼
形

成
手
術
を
提
供
す
る
「
お
お
し
ま
眼
科
宮
田
町
ク
リ

ニ
ッ
ク
」（
旧
か
わ
さ
き
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
よ
り
名
称

変
更
）
を
開
院
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、２
０
１
８
年
に
は
、

大
阪
府
八
尾
市
に
小
児
の
近
視
治
療
と
白
内
障
・
網

膜
硝
子
体
疾
患
の
日
帰
り
手
術
に
特
化
し
た
「
お
お

し
ま
眼
科
池
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
設
。
大
島
理
事

長
の
み
な
ら
ず
、
各
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
で
あ
る
池

本
医
師
、
溝
口
医
師
と
も
に
白
内
障
手
術
の
経
験
が

豊
富
で
あ
り
な
が
ら
、
ぞ
れ
ぞ
れ
が
小
児
眼
科
と
緑

内
障
の
専
門
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
の
で
、

グ
ル
ー
プ
全
体
で
幅
広
く
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　「我
々
は
眼
科
手
術
の
プ
ロ
集
団
で
す
の
で
、
患
者

様
を
単
に
見
え
る
よ
う
に
す
る
の
で
は
な
く
、
如
何

に
良
く
見
え
る
か
と
い
う
〝見
え
る
質
〞
を
極
め
る
こ

と
が
我
々
の
使
命
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
常
に
最

新
の
知
見
や
技
術
を
取
り
入
れ
、
医
療
設
備
の
刷
新

を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
大
島
理
事
長
は
語
る
。
当

グ
ル
ー
プ
で
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら
大
学

ク
ラ
ス
の
高
精
度
な
設
備
機
器
を
完
備
し
て
お
り
、

最
新
の
眼
科
医
療
の
提
供
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
手
術
の
際
に
は
専
属
の
麻
酔
科
医
が
立
会
い
、

点
眼
麻
酔
や
前
房
内
麻
酔
な
ど
痛
み
の
少
な
い
局
所

麻
酔
を
行
う
こ
と
で
、
様
々
な
眼
科
疾
患
に
お
け
る

日
帰
り
手
術
に
対
応
し
て
い
る
。

高
い
技
術
力
が
信
頼
関
係
を
強
固
に

地
域
医
療
に
貢
献

　「こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
、
経
験
、
技
術
を
生

か
し
て
、
よ
り
最
良
の
眼
科
医
療
を
地
域
の
皆
様
に

提
供
し
続
け
ま
す
」
と
抱
負
を
語
る
大
島
理
事
長
は
、

こ
れ
ま
で
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
京
都
大
学

再
生
医
科
学
研
究
所
、
大
阪
府
下
の
基
幹
病
院
を
中

心
に
眼
科
の
基
礎
研
究
や
臨
床
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

網
膜
硝
子
体
手
術
及
び
白
内
障
手
術
分
野
お
け
る
国

内
の
み
な
ら
ず
海
外
に
も
頻
繁
に
招
聘
さ
れ
る
ト
ッ

プ
サ
ー
ジ
ャ
ン
の
一
人
で
あ
り
、
当
グ
ル
ー
プ
の
難

治
性
疾
患
の
手
術
を
全
て
大
島
理
事
長
が
自
ら
執
刀

し
て
い
る
。

　２
０
１
４
年
２
月
の
開
院
以
来
、
２
０
１
９
年
１

月
末
ま
で
の
わ
ず
か
約
５
年
間
で
９
０
０
０
件
に
及

ぶ
内
眼
手
術
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
半
数
近
く
は

他
院
か
ら
の
紹
介
だ
。
更
に
眼
科
手
術
で
最
も
難
し

い
と
さ
れ
る
硝
子
体
手
術
に
つ
い
て
は
、
実
に
そ
の
約

９
割
が
病
院
を
含
む
他
の
医
療
施
設
か
ら
の
紹
介
患

者
で
あ
り
、
地
域
に
密
着
し
中
核
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。「
地
域
の
患
者
様
と
先
生
方
に『
手
術
の
ク
ォ

リ
テ
ィ
ー
』
に
対
す
る
高
い
信
頼
が
得
ら
れ
た
こ
と
が

要
因
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
先
生
方
と
密
な
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
患
者
様
お
一
人
お
ひ
と
り
の
視

力
回
復
の
『
質
』
を
極
め
る
眼
科
手
術
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
大
島
理
事
長
は
語
る
。

　当
グ
ル
ー
プ
で
は
、
更
に
手
術
を
受
け
る
患
者
と

そ
の
家
族
へ
配
慮
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
患
者
の

希
望
に
よ
り
手
術
室
の
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
で
見
学
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
、
透
明
性
の
高
い
オ
ー
プ
ン

な
医
療
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
手
術
中
に
家

族
が
患
者
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
患
者
は
手

術
の
新
し
い
手
術
手
技
の
開
発
者
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
の
で
、
全
国
よ
り
様
々
な
難
症
例
が
紹
介
さ

れ
る
と
い
う
。

27
ゲ
ー
ジ
極
小
切
開

無
縫
合
硝
子
体
手
術
を
実
現

　大
島
理
事
長
は
、
最
新
の
硝
子
体
手
術
と
し
て
世

界
規
模
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
27
ゲ
ー
ジ
（
０
・
４
）

無
縫
合
小
切
開
手
術
シ
ス
テ
ム
の
開
発
者
だ
。
ま
た

全
国
で
も
先
駆
け
て
、
最
先
端
の
３
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
観

察
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
手
術
を
試
験
導
入
す
る
な
ど
、

眼
科
医
療
の
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
取
り
組
み
を
実
践

し
て
い
る
。

　ま
た
最
新
機
器
を
導
入
し
、
高
度
医
療
チ
ー
ム
体

制
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
黄
斑
前
膜
や
黄
斑
円
孔
の

よ
う
な
疾
患
の
み
な
ら
ず
、
網
膜
剥
離
や
糖
尿
病
網

膜
症
な
ど
の
重
症
疾
患
も
日
帰
り
手
術
で
対
応
し
て

い
る
。
２
０
１
４
年
２
月
か
ら
２
０
１
８
年
12
月
ま

で
に
行
っ
た
３
０
１
例
の
網
膜
剥
離
初
発
例
の
日
帰

り
手
術
で
は
、
初
回
復
位
率
が
97
％
、
最
終
復
位
率

が
１
０
０
％
と
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
症
例
数
と
治

療
成
績
を
誇
る
。

小
児
の
近
視
・
弱
視
治
療
や

眼
瞼
下
垂
手
術
に
も
対
応

　八
尾
市
に
あ
る
、
お
お
し
ま
眼
科
池
本
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
、
眼
形
成
手
術
の
み
な
ら
ず
、
小
児
の
斜
視
・

弱
視
治
療
だ
け
で
な
く
近
視
抑
制
治
療
（
低
濃
度
ア

ト
ロ
ピ
ン
点
眼
や
オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
）
な
ど
、

国
内
で
も
数
少
な
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
ベ
ー
ス
で
の
小
児

眼
科
の
外
来
も
構
築
し
て
い
る
。
池
本
淳
子
院
長
は
、

こ
れ
ま
で
複
数
の
大
学
の
基
幹
病
院
や
眼
科
専
門
病

院
で
白
内
障
手
術
や
眼
瞼
下
垂
な
ど
の
眼
形
成
手
術

に
従
事
し
て
き
た
。「
よ
り
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１・ベトナムのフエで行われた
　　海外眼科医師指導プログラムにて手術指導

２・フィレンツェで開催された
　　網膜硝子体学会（FLORetina）にて行われた
　　3Dの手術ビデオによるケースディスカッション

３・中国・青島にて中国眼底疾患学会のシンポジウムと
　　サテライトセミナーで
　　最新の網膜硝子体手術について講演

４・フィレンツエで開催されたヨーロッパトップクラスの
　　網膜硝子体手術学会にて招待講演と手術ライブを実施

５・東京で開催された第26回網膜硝子体講習会での
　　講演様子

おおしま眼科宮田町クリニック

院長 溝口 晋
S h i n  M i z o g u c h i

白内障手術（先進医療実施施設） ──── 2188件
（うち、多焦点眼内レンズ 277 件、
          多種のオーダーメイドレンズを取扱う）
対象疾患： 一般的な白内障手術のみならず、
 難治性白内障や眼内レンズ合併症なども対応

網膜硝子体手術 ────────364件
（うち、裂孔原性網膜剥離の緊急手術 100 件、
          初回復位率 97.0%、最終復位率 100％）
対象疾患： 網膜剥離、硝子体出血、黄斑円孔、黄斑前膜、
 糖尿病網膜症や網膜静脈閉塞症による黄斑浮腫、
 加齢黄斑変性や網膜細動脈瘤による網膜下出血など

眼瞼形成術 ──────────162件
（炭酸ガスレーザーによる術後の腫れや皮下出血が少ない手術）
対象疾患：眼瞼下垂や眼瞼内反症など

眼科小手術 ───────────84件
対象疾患：鼻涙管狭窄や結膜翼状片など

緑内障手術 ────────────8件 

大阪府八尾市桜ヶ丘1-10-2 桜ヶ丘クリニックビル2F
【休 診 日】火曜午後、土曜午後、日・祝

　  072-975-6011

Oshima Eye Clinic

大阪府高槻市西冠1-12-8
【休 診 日】水、木曜午後、土曜午後、日・祝

　  072-676-8900

大阪府高槻市宮田町1-29-18  たかつき宮田町ビル3F
【休 診 日】木曜午後、土曜午後、日・祝（2019年7月改名）

　  072-690-7540

宮田町クリニック

医療法人聖佑会グループ日帰り手術おおしま眼科池本クリニック

院長 池本 淳子
J u n k o  I k e m o t o

年間総件数（2018年 1月～ 12月）

１2

45

3

いけもと・じゅんこ
2001年福井大学医学部卒業後、京都府立医科大学眼科
学教室入局。02年京都府立医科大学付属北部医療セン
ター。03年宇治徳洲会病院。04年山形井出眼科病院。
05年済生会滋賀県病院医長。09年京都中部総合医療セ
ンター医長。13年東近江市立能登川病院主任部長。18
年より現職。日本眼科学会認定眼科専門医

みぞぐち・しん
医学博士。2009年高知大学医学部卒業後、和歌山県立
医科大学附属病院初期臨床研修。11年和歌山県立医科大
学眼科学教室入局。和歌山県立医科大学大学院（博士課
程）。12年海南市民病院。13年和歌山県立医科大学眼科
学教室学内助教。17年和歌山県立医科大学附属病院紀北
分院助教。19年より現職。日本眼科学会認定眼科専門医
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医療法人 聖佑会グループ
おおしま眼科クリニック

おおしま眼科池本クリニック
おおしま眼科宮田町クリニック

9:00～11:30

15:30～17:30

月診療受付時間 火 水 木 金 土 日
● ● ● ● ● ━

● ● ━

手術
検査

手術
検査 ● 手術

（隔週） ━

受付時間：予約外は診療時間の30分前に終了
手 術 日：水曜午前・木曜午後・土曜午後（隔週）
休 診 日：水曜・木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

※診療時間変更予定（2020年1月以降）15:30～17:30 → 14:30～17:00

医療法人 聖佑会

TEL：072-690-7540
〒569-1142　大阪府高槻市宮田町1-29-18たかつき宮田町ビル3F

http://kawasaki-ganka.com/

TEL：072-676-8900
〒569-0055　大阪府高槻市西冠1-12-8 

h t tp : / /osh imaganka . com/

TEL：072-975-6011
〒581-0869　大阪府八尾市桜ヶ丘1-10-2 桜ヶ丘クリニックビル2F

http://ikemotoganka.com/

【電車～バスのご案内】JR摂津富田駅下車、駅北側のバスターミナルへ。
　　　　　　　　　　  高槻市営バス4番のりば、または3番のりばより乗車。
　　　　　　　　　　 （バス乗車時間 約5分）
　　　　　　　　　　  4つ目のバス停「土室南（はむろみなみ）」を下車し徒歩1分
【駅 からタクシ ー】「スーパーマルヤス宮田店の西隣」と運転手にお伝えください。 
【お 車 の 方 は】 専用駐車場をご用意しております。

【電車～バスのご案内】●「JR高槻駅より」JR高槻駅下車、南出口より
　　　　　　　　　　　 高槻市営バス乗車【4番のりば】「西冠」下車徒歩3分
　　　　　　　　　　●「阪急高槻市駅より」阪急高槻市駅下車、
　　　　　　　　　　　 高槻市営バス乗車【4番のりば】「西冠」下車徒歩3分
【駅からタクシー】料金は1000円程度。運転手に「スーパーコノミヤ
　　　　　　　　     西冠店の真向かい」とお伝え下さい。
【お 車 の 方 は】専用駐車場をご用意しております。

【電車をご利用の方は】近鉄大阪線「近鉄八尾駅」から徒歩6分
【お 車 の 方 は】◎隣接駐車場（5台）
　　　　　　           ◎A Bの駐車場もご利用いただけます（サービス券発行）

白内障&多焦点眼内レンズの日帰り手術専門施設 小児眼科・白内障&網膜疾患の日帰り手術専門施設

●：一般眼科診療
◎：一般眼科診療&専門外来担当医（網膜硝子体疾患、小児眼科、オルソケラトロジー、緑内障）
受付時間：予約外は診療時間の30分前に終了
手 術 日：水曜日（ただし、網膜剥離などの緊急手術は随時対応）
休 診 日：火曜日午後、土曜日午後、日曜、祝日

ご 紹 介 で
来院される
患 者 様 へ

■さまざまな検査が必要となりますので、診療受付時間の終了 1時間前には当院に来院してください。
■紹介状、保険証をご持参ください。
■曜日によって大変混雑する場合がありますので、できましたら電話でご連絡いただいたうえ、受診してください。
■手術後、数日間は当院に通院していただいた後、かかりつけのクリニックに戻っていただけます。
　但し、手術後に気になる症状がある場合は、当院にて受診してください。

受付時間：予約外は診療時間の30分前に終了
手 術 日：火曜日
休 診 日：木曜日午後、土曜日午後、日曜、祝日

理事長・手術統括医師
大島 佑介

Professional Doctor情熱医療
プロフェッショナルドクター
白内障手術、網膜硝子体手術

聖佑会 ネットワーク
TAKATSUKI

YAO

OSAKA

八尾市
高槻市

東大阪市

大阪市

松原市
藤井寺市

柏原市

茨木市

亀岡市 京都府

島本町

Oshima Eye Clinic
宮田町クリニック

（2019年7月改名）

9:00～12:30

15:30～18:00

月診療受付時間 火 水 木 金 土 日
● ● ● ● ● ━

● 手術
予約診療

●

● ━ ● ━ ━

9:00～12:30

14:00～16:00

月診療受付時間 火 水 木 金 土 日
● ● ● ● ● ━

● ━ 手術検査
（予約制）

●
● ● ━ ━

日帰り手術を希望される患者様に対して、熟練した手術技量と最先端の医療設備、さらには麻酔医管理の元での
安全かつ良質な医療サービスを真摯に提供できるようにスタッフ一同心がけております。また、遠くからの紹介患
者については、術当日はクリニック近くの宿泊施設に一泊していただき、翌日の診察で病状が安定していると判
断した場合には、紹介元で受診する選択肢もありますので、当院もしくは受診中のクリニックとご相談ください。

白内障手術
（極小切開・無縫合）

多焦点レンズ
（老眼治療）

硝子体手術
（網膜剥離等）

ICL手術
（眼内コンタクト）

近視治療
（オルソケラトロジー）

眼瞼形成術
（眼瞼下垂・重瞼）

病院
最前線

2020

日本有数の眼科
日帰り手術専門施設
大島医師の2019年現在の生涯手術実績
・超音波白内障手術 50,000 例以上
・網膜硝子体手術 10,000 例以上


